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令和８年（2026 年）４月１５日 

 

質問に対する回答書 

 

令和８年度　女性の多様な働き方支援事業業務委託に係る公募型プロポーにザル関する質問と

回答は次のとおりです。 

 

 № 該当箇所 質問事項 回　　答

 

１

仕様書 P.1 
２ 目的

仕様書における「多様な働き方の実

現」の定義について確認させてくだ

さい。本事業の目的である持続可能

な就労支援を鑑み、直接雇用等の雇

用形態を問わず、業務委託等による

自律的な働き方を含めた「多様な就

労を通じた所得確保」を支援対象と

解釈してよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

 

2

仕様書 P.3 
５ 業務の概要 
(3) 支援内容

単なる一般事務スキルの習得に留

まらず、地域の DX 推進や住民支援

といった地域課題解決に資する実

務への従事を、本事業における「就

労実績」として算入し、成果指標に

含める提案は可能でしょうか。

可能です。ただし、収入の増

加、就労継続率の向上に資す

るものであることに留意して

ください。

 

3

仕様書 P.1 
５ 業務の概要 
(1)対象者 
 
仕様書 P.4 
６ 業務内容 
(11) 託児の実施

『家から一歩も出ずに学び、働け

る』バリアフリーな環境を実現する

ため、原則オンライン完結型のプロ

グラムを検討しております。その

際、事業効果最大化の観点から、委

託料総額の範囲内において、費目間

での弾力的な予算配分（オンライン

化によって発生しなかった会場費

や託児費等を、集客や個別伴走支援

といった直接的な支援策へ充当す

ること）を行う提案は認められます

でしょうか。

弾力的な予算配分については

差し支えありません。 

オンラインにおいても、受講

者の受講環境についてご配慮

ください。

 

4

仕様書 P.1 
５ 業務の概要 
(2)定員

「15人程度を想定」とありますが、

積算および提案精度向上のため、本

事業の成功を測る指標について伺

就労へのつなぎを重点とし、

「質的指標」を優先します。



2 

 います。市として、「延べ受講者数」

などの【量的指標】と、「一定期間

以上の継続就労（または定着）」と

いった実質的な自立に繋がる【質的

指標】の、いずれをより優先して評

価される方針か、ご教示いただけま

すでしょうか。

 

5

仕様書 6(2)  P2 
周知広報 
アホームページ

実施期間後、専用ホームページの管

理を飯山市または別の事業者へ引

き継ぐことが必要でしょうか。

引き継ぎ等は不要です。

 

6

仕様書 6(10) P4 
会場の確保

飯山市内に Wifi が利用できる適切

な会場候補はありますか。想定して

いる会場がありましたらご教授く

ださい。

Wifi 利用、託児スペースの確

保ができる施設として、以下

を想定しています。 

あすちゃれ 

飯山市公民館 

 

あ す ち ゃ れ ：

https://www.city.iiyama.na

gano.jp/soshiki/shoukou/sh

oukou/kigyoushien/incubati

on-center 

 

飯 山 市 公 民 館 ：

https://www.city.iiyama.na

gano.jp/soshiki/shoukou/sh

oukou/kigyoushien/incubati

on-center


